






《内容》
パン作りを通して、高齢分野にこだわ
らず、障がい、児童など多世代の方
が集まり交流が出来る場を作り、地域
の活性化や住民同士の相互理解を
図る。

月2回開催で１回300円。フリードリン
ク制。





《結果》
『パン』というモノ作りを目的に、個々のアイデアを自由に
活かして、形や味などお好みのパンを作ることで、参加
者の満足感、楽しみを得られた。

パンを作る過程で、どうしても待たなければいけない発酵
時間が、逆に交流を図る時間に繋がった。

スタッフが作る生地に対して、美味しいと話す参加者の
声がスタッフ自身の有能感や充実感にもなり、スタッフの
やりがいに繋がった。

障がい者支援施設で運営する中で、障がい者の方との
交流を持てるようになった。

スタッフ、参加者の垣根が低いことで、この場が情報交
換の場となり、さらなる社会参加に繋がる機会を作れた。



② 健康作りカフェ



毎月異なる関係機関からの協力を下に、
『健康と交流』というキーワードを掲げ、
様々なプログラムを実施する。その中で、
住民の方々の健康への自主性、自発性
など自助努力のきっかけになることを目
指す。

月に１回開催で１回２００円。フリードリ
ンク制。

準備体操や脳トレ、名言コーナーも実施。

《内容》



『健康』というキーワードに対して、関心高く生活
されている住民の方々を改めて認識できたことと、
そもそも日常生活からその視点を持って生活され
ていることが分かった。

『健康』という同じキーワードでも、それぞれの考
え方や価値観が異なることで、包括として健康
の捉え方を考えさせられたり、参加者同士の交
流の活性化にも繋がった。

協力頂く関係機関とのネットワーク強化にも繋
がったことで、日頃の業務にもより活かせることと
なった。

《結果》



2つのカフェから見える地域包括支援センターとしての役目は

様々な人や地域を『つなぐ』ことである。
そしてその場に参加した方同士が繋がっていくことで、さらに地

域作りや地域の活性化に繋がっていく期待が持てる。

『様々な面において繋がっていくこと』

『コミュニティカフェの果たす役割』

《まとめ》



ご清聴
ありがとうございました。



みやまえご近助さん

宮前区全町内・自治会連合会
副会長 石川 閣みやまえご近助ピクニック

宮前区ご近所情報サイト
「みやまえご近助さん」について



みやまえご近助さん

• 将来の地域活動の担い手である子育て世代は、ベビーカー
で行ける徒歩圏域 町内会・自治会程度の小さなエリア＝
自らの生活圏域における「安心＆愛着＆居場所」の情報を
求めている。

• 子育て情報などの分野別の情報は、区域レベルで整理され
た情報はあるものの、生活圏域単位で分類された情報は、
インターネット上にほぼ存在しない。

• 「安心＆愛着＆居場所」は町会活動と親和性が高いにも関
わらず、町会に参加することによって得られると思われて
いない、得られることが知られていない。

子育て世代へのアンケート結果
◆予備調査（ヒアリング １１団体・個人）本調査に向けた仮説検証



みやまえご近助さん
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子育て世代へのアンケート結果

社交的なチョウチョ
色んな活動に参加し、地域に自分の居場所やコミュニティを生み出す人。地域への貢献をしていく。
気分屋ミツバチ
ずっとこの町にとどまるかは分からないけど、いる間は活発に動こうという気持ちのある人。
安定イモムシ
前に進み、まわりの可能性を感じながら生活をし、未来に向けて落ち着ける地を模索中の人。
こもりたいカタツムリ
一人の空間を好み、自分の居場所、空間から遠ざかりすぎない範囲なら安心して社会に出る、そんな日々を過ごしている人。

◆本調査（アンケート・ヒアリング 子育て世代７１人、＠ご近助ピクニック）



みやまえご近助さん

サイトの目的



みやまえご近助さん
特徴①町名ごとの地域活動情報



みやまえご近助さん

特徴②ご近助コンシェルジュの活動



みやまえご近助さん
町内会・自治会の情報



みやまえご近助さん
子育てお役立ち情報



みやまえご近助さん

「ご近助」で進める地域づくり

ご清聴ありがとうございました。


